
日向　一雅
日本有数の国文学者

大学院入学の頃（左が日向）

　
次
は
博
士
課
程
で
あ
る
。
入

試
は
修
士
論
文
に
対
す
る
秋
山

教
授
の
評
価
が
高
か
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
無
事
に
パ
ス
し
た
。

博
士
課
程
で
は
授
業
は
週
一
、

二
回
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
日
向

は
板
橋
区
に
あ
る
北
野
高
校
定

時
制
で
教
べ
ん
を
と
る
こ
と
に

し
た
。
か
く
し
て
、
夜
は
定
時

制
で
教
え
、
昼
は
大
学
院
通
学

と
い
う
生
活
が
始
ま
っ
た
。

　
し
か
し
、
博
士
課
程
で
の
研

究
生
活
は
生
や
さ
し
く
は
な
か

っ
た
。
彼
は
研
究
方
法
に
悩
み

な
が
ら
、
試
行
錯
誤
し
た
の
で

あ
る
。
秋
山
教
授
の
研
究
方
法

に
な
ら
っ
て
作
品
論
研
究
に
取

り
組
ん
で
み
た
も
の
の
、
結
果

は
教
授
の
研
究
の
二
番
煎
じ
に

し
か
な
ら
な
い
。
そ
こ
を
ど
の

よ
う
に
超
え
て
い
く
か
、
新
し

い
研
究
を
ど
の
よ
う
に
開
い
て

い
く
か
、
暗
中
模
索
の
続
く

日
々
で
あ
っ
た
。

　
大
学
院
の
講
義
で
印
象
に
残

る
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
秋
山

教
授
に
よ
る
源
氏
物
語
の
講
義

で
あ
る
。
こ
の
講
義
に
よ
り
、

こ
の
物
語
の
文
章
の
論
理
性
に

気
づ
き
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う

な
作
品
が
で
き
た
か
に
つ
い
て

深
く
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
阿
部
秋
生
教
授
に
よ

る
源
氏
物
語
と
仏
教
の
講
義
、

三
好
行
雄
教
授
に
よ
る
近
代
文

学
の
講
義
も
興
味
深
く
、
多
く

の
こ
と
を
学
ん
だ
。

　
こ
の
時
代
の
楽
し
い
思
い
出

は
、
北
ア
ル
プ
ス
や
南
ア
ル
プ

ス
を
縦
走
し
た
こ
と
で
あ
る
。

ス
ト
レ
ス
の
多
い
研
究
生
活
の

中
の
憩
い
の
一
瞬
で
あ
っ
た
。

■
明
治
大
学
教
授
と
な
る
　

　
八
年
に
及
ぶ
大
学
院
生
活
も

い
よ
い
よ
満
期
退
学
を
迎
え
る

頃
、
日
向
に
大
学
専
任
講

師
の
話
が
も
ち
上
が
っ
た
。

関
東
学
院
女
子
短
大
か
ら

の
誘
い
で
あ
っ
た
。
大
学

に
勤
務
す
れ
ば
、
研
究
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
彼
は
躊
躇
す
る
こ
と
な

く
応
募
し
、
幸
い
に
採
用

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
一

九
七
三
年
（
昭
和
四
十
八

年
）
の
春
の
こ
と
で
、
日
向
は

若
干
三
十
一
歳
、
学
者
人
生
へ

の
出
発
で
あ
る
。

　
短
大
専
任
講
師
に
な
っ
て
ま

す
ま
す
研
究
に
熱
が
入
っ
た
日

向
は
、
源
氏
物
語
関
係
の
論
文

を
次
々
と
発
表
し
た
。
す
る
と
、

各
大
学
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
異
動
を
勧
め
ら
れ
た
。

か
く
し
て
、
聖
心
女
子
大
な
ど

二
つ
の
女
子
大
学
勤
務
を
へ
て

一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）
に

〃
白
雲
な
び
く
〃
明
治
大
学
文

学
部
に
教
授
と
し
て
迎
え
ら
れ
、

今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

　
明
大
で
は
日
向
の
研
究
の
幅

が
広
が
っ
た
。
そ
れ
は
、
同
僚

の
日
本
古
代
史
、
考
古
学
、
唐

代
史
の
研
究
者
と
共
同
研
究
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
　

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
同
僚
と

協
力
し
て
日
本
古
代
学
研
究
に

取
り
組
む
と
同
時
に
古
代
学
を

専
攻
す
る
大
学
院
生
の
た
め
の

教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
韓
国
、
中
国
、
ア
メ
リ
カ

の
大
学
と
の
交
流
を
積
極
的
に

行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
彼
も
韓
国
や
中
国
に
お
も
む

き
、
高
麗
大
学
校
を
始
め
、
い

く
つ
も
の
大
学
・
学
会
で
源
氏

物
語
や
日
中
韓
の
古
代
文
学
の

比
較
研
究
に
つ
い
て
講
演
や
研

究
報
告
を
行
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
業
績
に
よ
り
、
日

向
は
大
学
院
の
文
学
研
究
科
委

員
長
に
任
命
さ
れ
る
と
と
も
に
、

平
安
文
学
研
究
の
中
心
的
学
会

で
あ
る
、
中
古
文
学
会
の
代
表

委
員
な
ど
を
務
め
た
。

■
著
書
の
数
々

　
明
大
に
勤
務
し
て
八
年
目
の

二
〇
〇
〇
年
に
、
日
向
は
満
を

持
し
て
東
京
大
学
に
博
士
論
文

を
提
出
し
、
堂
々
の
合
格
点
を

も
ら
っ
た
。
こ
の
論
文
は
十
年

来
の
論
文
を
集
大
成
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
前
述
の
通
り
、

「
源
氏
物
語
の
準
拠
と
話
型
」

と
題
す
る
こ
の
論
文
は
、
源
氏

物
語
が
平
安
時
代
の
史
実
や
漢

詩
文
の
世
界
を
ど
の
よ
う
に
取

り
込
ん
で
作
品
世
界
を
作
り
あ

げ
て
い
る
か
を
検
討
し
た
も
の

で
あ
る
。
本
論
文
は
出
版
さ
れ
、

ハ
ー
ド
カ
バ
ー
で
四
七
八
ペ
ー

ジ
に
及
ぶ
大
作
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
の
日
向
の
代
表
作

を
紹
介
し
よ
う
。

・
「
源
氏
物
語
の
主
題
『
家
』

の
遺
志
と
宿
世
の
物
語
の
構

造
」
桜
楓
社 

一
九
八
三

年・
「
源
氏
物
語
の
王
権
と

流
離
」
新
典
社
　
一
九
八

九
年

・
「
源
氏
物
語
　
そ
の
生

活
と
文
化
」
中
央
公
論
美

術
出
版
　
二
〇
〇
四
年

・
「
源
氏
物
語
の
世
界
」

岩
波
新
書
　
二
〇
〇
四
年

・
「
謎
解
き
源
氏
物
語
」
ウ
ェ

ッ
ジ
　
二
〇
〇
八
年

　
編
著
と
し
て
は
、
「
源
氏
物

語
と
平
安
京
　
考
古
・
建
築
・

儀
礼
」
青
簡
舎
　
二
〇
〇
八
年
、

「
王
朝
文
学
と
官
職
・
位
階
」

竹
林
舎
　
二
〇
〇
八
年
な
ど
数

編
が
あ
る
。

■
「源
氏
物
語
の
世
界
」

　
日
向
の
作
品
の
中
で
、
源
氏

物
語
の
全
容
を
簡
潔
に
紹
介
す

る
書
と
し
て
評
価
が
高
い
の
が
、

岩
波
新
書
の
「
源
氏
物
語
の
世

界
」
で
あ
る
。
本
書
は
、
紹
介

文
に
「
千
年
に
わ
た
っ
て
読
み

つ
が
れ
た
物
語
の
『
謎
』
を
解

く
」
と
あ
る
通
り
、
そ
の
内
容

を
分
か
り
よ
く
説
い
て
い
る
。

　
源
氏
物
語
は
一
般
に
恋
と
愛

の
物
語
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い

る
が
、
本
書
で
は
そ
れ
が
王
権

の
物
語
、
家
の
物
語
、
あ
る
い

は
諷
喩
（
ふ
う
ゆ
）
の
物
語
で

あ
る
と
述
べ
る
。
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
源
氏
物
語
は
読
者
に

意
味
を
問
い
か
け
る
物
語
、
あ

な
た
は
ど
う
考
え
る
か
問
い
か

け
る
物
語
で
も
あ
る
と
い
う
。

　
冒
頭
の
桐
壺
の
巻
に
し
か
け

ら
れ
た
四
つ
の
謎
を
次
々
と
解

い
て
話
し
を
進
め
る
本
書
は
、

読
者
を
源
氏
物
語
の
魅
力
の
世

界
に
誘
う
。
こ
の
著
書
は
す
で

に
韓
国
語
訳
が
出
版
さ
れ
て
い

る
が
、
今
年
中
に
英
訳
も
出
る

予
定
で
あ
る
。
本
紙
読
者
の
皆

様
に
も
ご
一
読
を
す
す
め
た
い

書
で
あ
る
。

　
日
向
は
研
究
者
で
あ
る
と
同

時
に
熱
心
な
教
育
者
で
あ
る
。

彼
は
、
研
究
に
費
や
す
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
ほ
ぼ
同
じ
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
学
生
た
ち
の
た
め
に
費
や
す
。

学
生
に
は
厳
し
い
が
、
愛
情
を

持
っ
て
接
し
て
い
る
。

　
彼
の
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
常
に
「
事
実
に
対
し
て
謙
虚

で
あ
れ
、
議
論
は
事
実
の
裏
づ

け
が
な
け
れ
ば
空
論
と
な
る
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
自
身
の
モ

ッ
ト
ー
で
も
あ
る
が
、
こ
の
教

え
を
受
け
た
卒
業
生
は
そ
の
能

力
を
発
揮
し
現
在
各
界
で
活
躍

し
て
い
る
。

　
日
向
研
究
室
は
、
神
田
駿
河

台
に
そ
び
え
る
明
大
研
究
棟
の

九
階
に
あ
る
。
新
宿
の
高
層
ビ

ル
街
や
遠
く
に
富
士
山
が
見
え

る
心
休
ま
る
場
所
だ
。

　
学
問
研
究
と
教
育
に
生
涯
を

捧
げ
る
知
の
巨
人
は
こ
の
研
究

室
で
今
日
も
学
生
指
導
と
論
文

執
筆
に
余
念
が
な
い
。

 
 
 

執
筆
者
　
大
石
五
雄 

　
そ
の
時
の
経
験
を
日
向
は
次

の
よ
う
に
話
す
。
「
教
授
の
講

義
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
古
色

蒼
然
と
し
て
い
た
古
典
の
世
界

が
一
変
し
た
よ
う
に
感
じ
た
。

実
感
的
に
わ
か
り
に
く
い
古
語

の
一
語
一
語
が
作
中
人
物
の
心

情
を
訴
え
る
、
生
き
た
言
葉
と

し
て
、
よ
み
が
え
っ
て
き
た
の

で
あ
る
。
古
典
は
こ
ん
な
に
面

白
い
も
の
な
の
か
と
思
っ
て
、

そ
れ
ま
で
卒
業
論
文
は
近
代
文

学
で
書
こ
う
と
思
っ
て
い
た
の

を
蜻
蛉
日
記
に
変
更
し
た
。
」

　
以
後
彼
は
生
涯
を
通
じ
て
平

安
文
学
を
専
攻
す
る
研
究
者
と

な
る
。

　
山
梨
大
に
は
、
こ
の
ほ
か
に

漢
文
の
渡
辺
卓
教
授
や
国
語
学

の
鈴
木
一
彦
教
授
な
ど
の
優
れ

た
教
授
が
お
り
、
そ
の
授
業
に

よ
り
学
問
の
基
礎
を
教
え
て
も

ら
っ
た
。
こ
れ
ら
の
教
授
の
講

義
内
容
は
今
で
も
日
向
の
役
に

た
っ
て
い
る
。

　
将
来
の
方
向
が
決
ま
っ
た
日

向
は
、
東
大
大
学
院
進
学
を
め

ざ
し
、
見
事
に
入
試
に
合
格
し

た
。
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科

国
語
国
文
学
専
攻
の
学
生
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

■
東
京
大
大
学
院
で
学
ぶ

　
日
向
の
大
学
院
で
の
目
標
は
、

博
士
課
程
ま
で
進
ん
で
平
安
文

学
、
特
に
源
氏
物
語
を
究
め
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
、

ま
ず
修
士
論
文
の
執
筆
が
課
題

と
な
っ
た
。
日
向
は
憧
れ
の
秋

山
虔
教
授
に
指
導
教
授
を
お
願

い
し
、
指
導
を
受
け
な
が
ら
構

想
を
ね
り
、
源
氏
物
語
研
究
の

論
文
を
三
年
か
け
て
仕
上
げ
た
。

　
次
は
博
士
課
程
で
あ
る
。
入

試
は
修
士
論
文
に
対
す
る
秋
山

教
授
の
評
価
が
高
か
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
無
事
に
パ
ス

し
た
。
博
士
課
程
で
は
授

業
は
週
一
、
二
回
だ
け
だ

っ
た
の
で
、
日
向
は
板
橋

区
に
あ
る
北
野
高
校
定
時

制
で
教
べ
ん
を
と
る
こ
と

に
し
た
。
か
く
し
て
、
夜

は
定
時
制
で
教
え
、
昼
は

大
学
院
通
学
と
い
う
生
活

が
始
ま
っ
た
。

　
し
か
し
、
博
士
課
程
で
の
研

究
生
活
は
生
や
さ
し
く
は
な
か

っ
た
。
彼
は
研
究
方
法
に
悩
み

な
が
ら
、
試
行
錯
誤
し
た
の
で

あ
る
。
秋
山
教
授
の
研
究
方
法

に
な
ら
っ
て
作
品
論
研
究
に
取

り
組
ん
で
み
た
も
の
の
、
結
果

は
教
授
の
研
究
の
二
番
煎
じ
に

し
か
な
ら
な
い
。
そ
こ
を
ど
の

よ
う
に
超
え
て
い
く
か
、
新
し

い
研
究
を
ど
の
よ
う
に
開
い
て

い
く
か
、
暗
中
模
索
の
続
く

日
々
で
あ
っ
た
。

　
大
学
院
の
講
義
で
印
象
に
残

る
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
秋
山

教
授
に
よ
る
源
氏
物
語
の
講
義

で
あ
る
。
こ
の
講
義
に
よ
り
、

こ
の
物
語
の
文
章
の
論
理
性
に

気
づ
き
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う

な
作
品
が
で
き
た
か
に
つ
い
て

深
く
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
阿
部
秋
生
教
授
に
よ

る
源
氏
物
語
と
仏
教
の
講
義
、

三
好
行
雄
教
授
に
よ
る
近
代
文

学
の
講
義
も
興
味
深
く
、
多
く

の
こ
と
を
学
ん
だ
。

　
こ
の
時
代
の
楽
し
い
思
い
出

は
、
北
ア
ル
プ
ス
や
南
ア
ル
プ

ス
を
縦
走
し
た
こ
と
で
あ
る
。

ス
ト
レ
ス
の
多
い
研
究
生
活
の

中
の
憩
い
の
一
瞬
で
あ
っ
た
。

■
明
治
大
学
教
授
と
な
る
　

　
八
年
に
及
ぶ
大
学
院
生
活
も

い
よ
い
よ
満
期
退
学
を
迎
え
る

頃
、
日
向
に
大
学
専
任
講
師
の

話
が
も
ち
上
が
っ
た
。
関
東
学

院
女
子
短
大
か
ら
の
誘
い
で
あ

っ
た
。
大
学
に
勤
務
す
れ
ば
、

研
究
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
彼
は
躊
躇
す
る
こ
と
な
く

応
募
し
、
幸
い
に
採
用
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
一
九
七
三
年

（
昭
和
四
十
八
年
）
の
春
の
こ

と
で
、
日
向
は
若
干
三
十
一
歳
、

学
者
人
生
へ
の
出
発
で
あ
る
。

　
短
大
専
任
講
師
に
な
っ
て
ま

す
ま
す
研
究
に
熱
が
入
っ
た
日

向
は
、
源
氏
物
語
関
係
の
論
文

を
次
々
と
発
表
し
た
。
す
る
と
、

各
大
学
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
異
動
を
勧
め
ら
れ
た
。

か
く
し
て
、
聖
心
女
子
大
な
ど

二
つ
の
女
子
大
学
勤
務
を
へ
て

一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）
に

〃
白
雲
な
び
く
〃
明
治
大
学
文

学
部
に
教
授
と
し
て
迎
え
ら
れ
、

今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

　
明
大
で
は
日
向
の
研
究
の
幅

が
広
が
っ
た
。
そ
れ
は
、
同
僚

の
日
本
古
代
史
、
考
古
学
、
唐

代
史
の
研
究
者
と
共
同
研
究
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
　

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
同

僚
と
協
力
し
て
日
本
古
代

学
研
究
に
取
り
組
む
と
同

時
に
古
代
学
を
専
攻
す
る

大
学
院
生
の
た
め
の
教
育

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
韓
国
、
中
国
、
ア
メ

リ
カ
の
大
学
と
の
交
流
を

積
極
的
に
行
う
よ
う
に
な

っ
た
。

　
彼
も
韓
国
や
中
国
に
お
も
む

き
、
高
麗
大
学
校
を
始
め
、
い

く
つ
も
の
大
学
・
学
会
で
源
氏

物
語
や
日
中
韓
の
古
代
文
学
の

比
較
研
究
に
つ
い
て
講
演
や
研

究
報
告
を
行
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
業
績
に
よ
り
、
日

向
は
大
学
院
の
文
学
研
究
科
委

員
長
に
任
命
さ
れ
る
と
と
も
に
、

平
安
文
学
研
究
の
中
心
的
学
会

で
あ
る
、
中
古
文
学
会
の
代
表

委
員
な
ど
を
務
め
た
。

■
著
書
の
数
々

　
明
大
に
勤
務
し
て
八
年
目
の

二
〇
〇
〇
年
に
、
日
向
は
満
を

持
し
て
東
京
大
学
に
博
士
論
文

を
提
出
し
、
堂
々
の
合
格
点
を

も
ら
っ
た
。
こ
の
論
文
は
十
年

来
の
論
文
を
集
大
成
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
前
述
の
通
り
、

「
源
氏
物
語
の
準
拠
と
話
型
」

と
題
す
る
こ
の
論
文
は
、
源
氏

物
語
が
平
安
時
代
の
史
実
や
漢

詩
文
の
世
界
を
ど
の
よ
う
に
取

り
込
ん
で
作
品
世
界
を
作
り
あ

げ
て
い
る
か
を
検
討
し
た
も
の

で
あ
る
。
本
論
文
は
出
版
さ
れ
、

ハ
ー
ド
カ
バ
ー
で
四
七
八
ペ
ー

ジ
に
及
ぶ
大
作
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
の
日
向
の
代
表
作

を
紹
介
し
よ
う
。

・
「
源
氏
物
語
の
主
題
『
家
』

の
遺
志
と
宿
世
の
物
語
の
構

造
」

桜
楓
社
　
一
九
八
三
年

・
「
源
氏
物
語
の
王
権
と
流

離
」
新
典
社
　
一
九
八
九
年

・
「
源
氏
物
語
　
そ
の
生
活
と

文
化
」
中
央
公
論
美
術
出
版
　

二
〇
〇
四
年

・
「
源
氏
物
語
の
世
界
」
岩
波

新
書
　
二
〇
〇
四
年

・
「
謎
解
き
源
氏
物
語
」
ウ
ェ

ッ
ジ
　
二
〇
〇
八
年

　
編
著
と
し
て
は
、
「
源
氏
物

語
と
平
安
京
　
考
古
・
建
築
・

儀
礼
」
青
簡
舎
　
二
〇
〇
八
年
、

「
王
朝
文
学
と
官
職
・
位
階
」

竹
林
舎
　
二
〇
〇
八
年
な
ど
数

編
が
あ
る
。

■
「源
氏
物
語
の
世
界
」

　
日
向
の
作
品
の
中
で
、
源
氏

物
語
の
全
容
を
簡
潔
に
紹
介
す

る
書
と
し
て
評
価
が
高
い
の
が
、

岩
波
新
書
の
「
源
氏
物
語
の
世

界
」
で
あ
る
。
本
書
は
、
紹
介

文
に
「
千
年
に
わ
た
っ
て
読
み

つ
が
れ
た
物
語
の
『
謎
』
を
解

く
」
と
あ
る
通
り
、
そ
の
内
容

を
分
か
り
よ
く
説
い
て
い
る
。

　
源
氏
物
語
は
一
般
に
恋
と
愛

の
物
語
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い

る
が
、
本
書
で
は
そ
れ
が
王
権

の
物
語
、
家
の
物
語
、
あ
る
い

は
諷
喩
（
ふ
う
ゆ
）
の
物
語
で

あ
る
と
述
べ
る
。
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
源
氏
物
語
は
読
者
に

意
味
を
問
い
か
け
る
物
語
、
あ

な
た
は
ど
う
考
え
る
か
問
い
か

け
る
物
語
で
も
あ
る
と
い
う
。

　
冒
頭
の
桐
壺
の
巻
に
し
か
け

ら
れ
た
四
つ
の
謎
を
次
々
と
解

い
て
話
し
を
進
め
る
本
書
は
、

読
者
を
源
氏
物
語
の
魅
力
の
世

界
に
誘
う
。
こ
の
著
書
は
す
で

に
韓
国
語
訳
が
出
版
さ
れ
て
い

る
が
、
今
年
中
に
英
訳
も
出
る

予
定
で
あ
る
。
本
紙
読
者
の
皆

様
に
も
ご
一
読
を
す
す
め
た
い

書
で
あ
る
。

　
日
向
は
研
究
者
で
あ
る
と
同

時
に
熱
心
な
教
育
者
で
あ
る
。

彼
は
、
研
究
に
費
や
す
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
ほ
ぼ
同
じ
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
学
生
た
ち
の
た
め
に
費
や
す
。

学
生
に
は
厳
し
い
が
、
愛
情
を

持
っ
て
接
し
て
い
る
。

　
彼
の
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
常
に
「
事
実
に
対
し
て
謙
虚

で
あ
れ
、
議
論
は
事
実
の
裏
づ

け
が
な
け
れ
ば
空
論
と
な
る
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
自
身
の
モ

ッ
ト
ー
で
も
あ
る
が
、
こ
の
教

え
を
受
け
た
卒
業
生
は
そ
の
能

力
を
発
揮
し
現
在
各
界
で
活
躍

し
て
い
る
。

　
日
向
研
究
室
は
、
神
田
駿
河

台
に
そ
び
え
る
明
大
研
究
棟
の

九
階
に
あ
る
。
新
宿
の
高
層
ビ

ル
街
や
遠
く
に
富
士
山
が
見
え

る
心
休
ま
る
場
所
だ
。

　
学
問
研
究
と
教
育
に
生
涯
を

捧
げ
る
知
の
巨
人
は
こ
の
研
究

室
で
今
日
も
学
生
指
導
と
論
文

執
筆
に
余
念
が
な
い
。

 
 
 

執
筆
者
　
大
石
五
雄 

■
編
集
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
大
月
市
民
の
皆
様
並
び
に
関

係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
常

日
頃
「
住
ま
い
ル
新
聞
」
を
ご

愛
読
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
好
評
を
得
て
い
ま
す
大

月
ゆ
か
り
の
著
名
人
紹
介
出
版

物
「
大
月
人
物
伝
」
は
六
十
四

名
の
個
人
と
一
団
体
を
紹
介
申

し
上
げ
「
第
五
巻
」
と
し
て
発

刊
致
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま

だ
「
こ
の
様
な
方
が
い
ま
す
」

「
こ
の
よ
う
な
人
は
ど
う
だ
ろ

う
」
等
々
た
く
さ
ん
の
ご
意
見

を
頂
戴
し
、
現
在
も
掲
載
を
続

行
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
経
過
の
中
か
ら

「
大
月
人
物
伝
」
続
編
の
出
版
を

決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
皆

様
ご
存
知
の
方
、
あ
る
い
は
既

に
掲
載
済
み
の
方
で
も
記
述
の

な
か
っ
た
偉
業
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

後
日
談
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
ご

推
薦
下
さ
い
ま
す
様
、
ご
協
力

を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま

す
。

（
注
）
編
集
段
階
で
ご
希
望
に

添
え
な
い
場
合
も
御
座
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
の
程
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
　

　 

発
刊
責
任
者
　
石
岡
博
実


